
施工・メンテナンス 2

床暖房システムの構造と床材施工
床暖房下地へ床材を施工する事は、多くの問題点や注意点があり、最も困難な施工の一つです。
特に埋設型床暖房システムへの床材施工は、下地による要因が大きく、
施工方法等に最大の注意が必要となります。
床暖房使用による温度変化が引きおこす下地の伸縮や床材の伸縮が繰り返される事や、
下地の水分が一気に上昇する事、また、床暖房下地と非床暖房下地の温度差や下地表面に入るクラック、
そのクラックに対する補修方法等の問題点が挙げられます。
しかし、これらの問題点を解決する確実な方法はありません。
事前加熱や下地処理を行っても、多少の問題が発生する事をご理解下さい。
ここでは、当社が推奨する、トラブルを最小限に抑える為の施工方法について解説します。

■  床暖房システム構造図

■パネル型床暖房

■コンクリート埋設型床暖房

〈図1〉パネル型
東リ製品を施工する際は、厚み12㎜以上の合板を捨貼りした
下地が標準になります。

捨貼り合板を固定する受材（小根太）の間隔は300㎜程度とし、
捨貼り合板（厚さ12㎜以上）を乱に継ぎ、小根太で突き付けと
します。固定は38㎜以上のスクリュー釘を推奨します。釘の間
隔は、継手部150㎜程度、中間部200㎜程度です。また、反応形
接着剤の併用をお奨めします。

捨貼り合板に、段差や目地スキがあった場合は、サンダーで段
差を削り適切なパテを使い、平滑な面に補修してから施工して
下さい。
（詳細は施工技術書を参照して下さい。）

※パネルヒーター製造元の施工要領書がある場合は、それに
　従って下さい。

床材を施工する前に、HI-520-2型 D.MODEで440未満（＝グ
レードⅠ水分指標8％以下）を目安に、使用温度＋5～7℃程度
で事前加熱を行い、クラックを充分に発生させて下さい。

クラックの目安として0.3㎜未満のクラックは補修せず、段差
をサンディングした上で施工して下さい。

0.3～1㎜のクラックは、低粘度タイプのクラック補修材、1㎜
以上のクラックについては中粘度タイプのクラック補修材で
補修して下さい。補修の際は、クラック沿いに幅3㎜×深さ5 
㎜程度の溝切りを行い、クラック処理を施して下さい。この時
のクラック処理は、加温状態で行って下さい。
（クラック補修材については、施工技術書を参照して下さい。）

伸縮目地や誘発目地、カッター目地部には床仕上げ材を施工し
ないで下さい。
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〈図2〉コンクリート埋設型
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初期に厚いワックス皮膜を形成し、日常管理は超高速ポリッシャーにより汚れの除去と磨き直し（高速回転によりワックス面を磨き
直し、光沢を上げる）を行う事で作業範囲を通行止めにする必要がなく、常に光沢の高いきれいな床を保持できる特長があります。
汚れや傷がある場合、ワックス層を薄く削取るので、平滑な下地で標準作業通りのメンテナンスが行われれば床材を選びませんが、エン
ボスの深い床材や柔らかい床材、目地棒を使用した場合には適しません。また下地に不陸がある場合、特に複層ビニル床タイルの場合は
床材の表面を削る事があるのでご注意下さい。床材としては、3㎜厚のコンポジションタイル（スルーチップタイル）をおすすめします。

ワックスにアルコールなどの溶剤をこぼすと白くなる事があります。リムーバーで白化したワックスを除去し、ワックスを再塗
布すれば元に戻ります。病院など、特にアルコールを使用するところでは、耐アルコール性能のあるワックスや、ワックスメンテ
ナンス不要の床材「NWシリーズ・NW-EXシリーズ」をおすすめします。
耐アルコール性能のあるワックスは、ユシロ化学工業（株）[お問合わせ先03-3750-6761]、コニシ（株）[お問合わせ先0120-28-1168]、
シーバイエス（株）[お問合わせ先045-640-2280]で販売されています。

ドライメンテナンス

アルコール（溶剤）によるワックスの白化

■  ワックスによる定期メンテナンス
ワックスは、床材表面に皮膜を張る事により、床材そのものが直接汚れたり傷付くのを防ぎます。日常清掃では汚れが取れなくなってきた
ら、専用のクリーナーで表面の汚れを落としてからワックスを再塗布します。塗り過ぎや、塗りムラは、床面がかえって汚く見えるので注意
が必要です。ワックスを塗り重ねていくと、壁際や家具の周囲などでは、歩行によるワックスの摩耗がなく、かえって汚く見える事があります。
その場合は、リムーバーで古いワックスを完全に除去してから、新しいワックスを再塗布します。この作業によって、古いワックスごと、汚れや
摩耗、傷付きを取除く事ができます。ワックス、クリーナー、リムーバーの詳細は、486・487頁をご覧下さい。

■  抗菌性のある床材
通常の樹脂ワックスを、抗菌性を特長とした床材に使用すると、抗菌性が失われます。そのためにワックスにも抗菌性が求められます。
低光沢タイプの「ツヤノンワックス（抗菌）」（486頁）を塗布して下さい。

■  低光沢をお求めの場合
低光沢仕上げをお求めの場合は、「ツヤノンワックス（抗菌）」（486頁）をご使用下さい。

■  帯電防止性をお求めの場合
通常の樹脂ワックスを帯電防止性能を特長とした床材に使用すると、帯電防止性能が低下します。そのためにワックスにも帯電防止性能が求め
られます。帯電防止性能が必要な場合は、シーバイエス（株）の帯電防止ワックス「エレックス」[お問合わせ先045-640-2280]を塗布して下さい。

■  防滑性床材のメンテナンス
多くの防滑性床材は、表面に凹凸を持たせる事によって防滑性を得ています。そのため、凹部にワックスが溜まり、凸部にワックスが塗布
されないといった状況が発生する事があります。凹部に溜まったワックスは塗り重なりと同じ状況を招き、かえって汚く見える結果を
もたらします。解決方法としては、ジャブジャブとワックスを塗る事を避け、丹念に薄く塗布する事です。また、再塗布する際、凹部の古いワックス
を除去できず、これも塗り重なりと同様の結果をもたらす事があります。丹念にクリーナーやリムーバーをかけ、古いワックスが残らないように
します。また、塵埃が残った状態で再塗布すると汚れが密閉されます。特に凹部は塵埃が付着しやすく、再塗布前の点検を怠らないようにします。

■  メンテナンス時の注意事項
●凹凸のある床材は、凹部にワックスが溜まらないように、均一に
薄く塗りあげます。
●素材の変質を防ぐため、ビニル系床材には製品専用の樹脂系ワッ
クスを、ゴムタイルにはゴムタイル用ワックスを使用します。
●水性ワックスは、滑りやすくなるので使用しないで下さい。
●光沢のあるワックスほど、下地の状態など施工状態が床面表面
に出やすい事に留意します。
●半屋外で直射日光のよくあたる場所、水がよく溜まる場所、屋外
での使用には、樹脂ワックスは塗布できません。
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●クリーンルームなど塵埃を嫌う場所ではワックスは使用しないで
下さい。歩行などによって剥離したワックスが塵埃となります。
●帯電防止性能を有する床材は、帯電防止剤によりべたつきが生
じる事があります。必ず定期的なメンテナンスを行って下さい。
● ワックスの塗布後、乾燥不充分な状態での歩行や什器の配置は
避けて下さい。ワックスの皮膜が荒れたり、什器が床面に接着さ
れ、取れなくなる場合があります。

●新設の床材にワックスを塗布する際は、必ずポリッシャーの洗
浄を行った後にワックスを塗布して下さい。

高分子系床材のメンテナンス
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